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条

例

議

案

■
刈
谷
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

子
ど
も
医
療
費
の
支
給
の
対
象
に

高
校
生
等
の
入
院
に
係
る
医
療
費
を

加
え
ま
す
。

問　
新
た
に
子
ど
も
医
療
費
の
対

象
と
な
る
高
校
生
等
へ
の
支
給
方
法

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
償
還
払
い
を
予
定
し
て
お
り
、

退
院
時
に
一
旦
、
自
己
負
担
分
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
市
役

所
に
て
請
求
の
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
自
己
負
担
分
を
口
座

振
り
込
み
で
支
給
す
る
。

問　
自
己
負
担
の
な
い
現
物
給
付

で
実
施
す
る
考
え
は
。

答　
入
院
に
係
る
医
療
費
は
高
額

と
な
る
こ
と
が
多
く
、
限
度
額
を
超

え
た
分
は
高
額
医
療
費
と
し
て
保
険

者
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

現
物
給
付
で
は
自
己
負
担
分
を
本
市

が
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
給

さ
れ
る
高
額
医
療
費
を
受
給
者
や
保

険
者
か
ら
本
市
に
返
還
す
る
手
続
き

を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

た
め
、
手
続
き
が
簡
素
な
償
還
払
い

方
式
で
の
給
付
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

■
刈
谷
市
郷
土
資
料
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

郷
土
資
料
館
の
管
理
運
営
を
指
定

管
理
か
ら
市
直
営
に
変
更
し
ま
す
。

問　
郷
土
資
料
館
の
管
理
運
営
方

法
等
を
指
定
管
理
か
ら
市
直
営
に
変

更
す
る
理
由
は
。

答　
郷
土
資
料
館
は
、
平
成
17
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
き
た
が
、
昨
年
度
、
歴
史
博
物
館

が
開
館
し
た
こ
と
に
伴
い
、
歴
史
博

物
館
と
同
じ
く
、
歴
史
や
文
化
財
を

扱
う
施
設
で
あ
る
郷
土
資
料
館
に
つ

い
て
も
、
両
施
設
の
一
体
的
で
よ
り

効
果
的
な
施
設
運
営
の
た
め
、
運
営

形
態
を
市
直
営
に
変
更
す
る
も
の
で

あ
る
。

問　
郷
土
資
料
館
を
指
定
管
理
か

ら
市
直
営
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
組
織
の
命
令
系
統
が
一
本
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
密
で
効
果

的
な
両
施
設
の
連
携
が
見
込
め
る
こ

と
、
ま
た
、
市
直
営
へ
の
変
更
に
よ

り
、
市
職
員
で
あ
る
学
芸
員
の
配
置

も
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
学
芸
員

の
専
門
知
識
を
い
か
し
た
企
画
展
示

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ま
た
郷
土
に

関
す
る
資
料
の
収
集
や
調
査
研
究
の

一
層
の
推
進
が
期
待
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。

■
そ
の
他
、
人
事
院
勧
告
に
鑑
み
、

市
議
会
議
員
及
び
特
別
職
に
属
す
る

職
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き

上
げ
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
昨
今

の
厳
し
い
社
会
情
勢
を
考
え
る
と
、

市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
、
非
常

に
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
反
対

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

単

行

議

案

■
建
物
等
の
買
入
れ
に
係
る
事
項
の

変
更
に
つ
い
て

　

観
光
案
内
所
等
と
し
て
利
用
す
る

た
め
の
建
物
等
の
買
入
れ
に
つ
い
て
、

買
入
れ
の
目
的
、
建
物
等
の
用
途
を

観
光
案
内
所
か
ら
地
域
交
流
施
設
に

変
更
し
ま
す
。

問　
Ｊ
Ｒ
刈
谷
駅
の
改
札
前
に
新

設
さ
れ
る
「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」

と
刈
谷
駅
北
口
に
整
備
す
る
「
地
域

交
流
施
設
」
の
違
い
は
。

答　
地
域
交
流
拠
点
施
設
、
地
域

交
流
施
設
と
も
に
、
ま
ち
の
新
た
な

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
寄
与
す
る
施
設

と
し
て
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
地
域
交
流
拠
点
施
設
は
、

本
市
の
様
々
な
情
報
発
信
を
行
う
施

設
と
し
て
、
地
域
交
流
施
設
は
、
ま

ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
き
っ
か
け
と

し
て
人
が
集
い
、
出
会
い
、
交
流
し
、

滞
在
で
き
る
施
設
と
し
て
の
運
用
を

検
討
し
て
い
る
。

問　
観
光
案
内
所
の
機
能
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
観
光
案
内
所
の

機
能
は
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
引
き

続
き
行
う
。
こ
れ
に
加
え
、
観
光
等

の
情
報
発
信
機
能
に
つ
い
て
は
、
地

域
交
流
拠
点
施
設
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
効
果
的
な
運
営
を
行
え
る
よ

う
、
今
後
関
係
部
署
等
で
協
議
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

補
正
予
算
議
案

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
関
係
す
る
分
科

会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
再
度
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会
で
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
各
委
員
長
よ
り

報
告
を
受
け
、
20
日
の
本
会
議
に
お

い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

１
億
５
，
３
５
７
万
７
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

５
８
８
億
２
，
６
５
８
万
２
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

９
３
１
億
７
，
４
１
７
万
８
千
円

【
主
な
事
業
】

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
保
護
者
に

よ
る
持
ち
帰
り
を
や
め
、
保
育
園
で

回
収
し
ま
す
。

問　
保
育
園
で
回
収
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
は
。

答　
保
護
者
か
ら
の
回
収
の
要
望

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
近
隣

の
自
治
体
で
も
使
用
済
み
紙
お
む
つ

を
園
で
回
収
す
る
方
針
に
転
換
し
て

い
る
状
況
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

来
年
度
よ
り
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ

の
回
収
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
保
護
者
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
個
別
に
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
対
応

す
る
。

問　
１
日
の
お
む
つ
替
え
の
対
応

回
数
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま

た
、
保
育
士
へ
の
影
響
は
。

答　
１
日
の
子
ど
も
の
１
人
当
た

り
の
お
む
つ
替
え
の
対
応
回
数
は
、

概
ね
５
〜
６
回
で
あ
り
、
現
在
は
、

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
個
々
に
ふ
た

付
き
の
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
各
園
に
お
い
て

一
括
で
処
理
す
る
場
合
、
個
々
の
バ

ケ
ツ
に
分
け
て
保
管
す
る
手
間
が
省

け
る
な
ど
、
管
理
面
に
お
い
て
保
育

士
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
３
基
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

問　
改
修
の
基
準
は
な
に
か
。
ま

た
、
改
修
工
事
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
る
の
か
。

答　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
は
、

本
市
の
公
共
施
設
維
持
保
全
計
画
に

基
づ
き
、
施
設
の
利
用
開
始
後
25
年

を
目
安
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
構

成
す
る
全
て
の
設
備
、
機
器
類
を
撤

去
し
、
新
し
い
製
品
に
交
換
す
る
と

と
も
に
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に
対

応
す
る
設
備
等
を
設
置
す
る
こ
と
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
更
新
す
る
。

問　
改
修
工
事
に
お
け
る
利
用
者

へ
の
影
響
、
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
完
了
予
定
は
い
つ
か
。

答　
本
館
正
面
２
基
の
工
事
が
重

な
ら
な
い
よ
う
１
基
ず
つ
施
工
し
、

搬
入
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
で
利
用
者
へ
の
影
響
は
抑
え

ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
利
用
者
に

は
施
設
改
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決

ま
り
次
第
、
公
共
施
設
予
約
案
内
シ

ス
テ
ム
等
で
周
知
を
図
る
。
ま
た
、

工
事
の
完
了
は
令
和
３
年
２
月
を
予

定
し
て
い
る
。

※
市
民
の
方
等
か
ら
貴
重
な
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
に

計
上
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
心
身
障
害
者
福
祉
事
業
費
寄
附
金

57
万
７
千
円

・
成
人
保
健
事
業
費
寄
附
金

55
万
６
千
円

・
公
園
事
業
費
寄
附
金

５
０
０
万
円

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
中
学
３
年
生
が
議
会
を
体
験

　

本
市
の
中
学
３
年
生
が
「
地
方
自
治
制

度
学
習
」
と
し
て
、
本
市
議
会
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

生
徒
は
、
議
場
に
お
い
て
、
議
員
席
や

理
事
者
席
に
座
り
、
議
会
の
仕
組
み
を
学

び
ま
し
た
。
次
に
、
図
書
館
の
新
設
条
例

を
題
材
に
し
て
、
実
際
に
議
案
が
議
決
さ

れ
る
ま
で
の
流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
市

長
役
に
よ
る
議
案
説
明
の
後
、
市
民
文
教

委
員
会
を
想
定
し
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
の
賛
否
の
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
新
し
く
図
書
館
が
で
き
る

こ
と
で
、
周
辺
地
域
の
高
齢
者
や
子
ど
も

が
外
出
す
る
機
会
が
増
え
、
健
康
に
つ
な

が
る
の
で
賛
成
と
の
意
見
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る
現
代
で
は
、
電

子
書
籍
を
利
用
し
て
い
る
人
も
増
え
て
い

る
た
め
、
図
書
館
の
建
設
費
用
を
医
療
や

子
育
て
の
た
め
に
活
用
す
る
べ
き
で
あ
る

の
で
反
対
と
の
意
見
な
ど
、
様
々
な
視
点

か
ら
意
見
が
出
さ
れ
、
議
員
さ
な
が
ら
の

白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
の
意
見
を
発
表
す
る
「
委
員
長
報

告
」
の
後
、
議
長
役
に
よ
る
「
採
決
」
を

行
い
、
議
案
の
賛
否
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
生
徒
の
感
想
】

・
市
議
会
が
、
市
民
の
た
め
に
時
間
を
か

け
て
会
議
を
し
、
慎
重
に
条
例
や
お
金
の

使
い
道
を
決
め
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
色
々
な
職
業
の
議
員
が
い
る

こ
と
で
、
様
々
な
立
場
か
ら
意
見
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
よ
い
と
思
っ
た
。

・
傍
聴
席
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
議
会
は

自
分
た
ち
に
と
っ
て
意
外
と
身
近
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
議
会
は
誰
で

も
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
大
人

に
な
っ
て
時
間
が
で
き
た
ら
一
度
は
見
て

み
た
い
し
、
選
挙
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

・
18
歳
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
一
票
で
市

の
方
針
が
変
わ
る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
、

一
票
を
大
切
に
投
票
し
た
い
。

主
な
議
案
12
月
定
例
会

（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

議
決
結
果
一
覧
表	

（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て	

異
議
な
い
旨
答
申

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係
・
４
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
特
別
職
に
属
す
る
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て
（
※
）

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
福
祉
産
業
委
員
会
関
係
・
８
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
立
く
す
の
き
園
、
刈
谷
市
立
す
ぎ
な

　

作
業
所
、
刈
谷
市
心
身
障
害
者
福
祉
会
館
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

ひ
ま
わ
り
、
刈
谷
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
）

・
刈
谷
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
一
ツ
木
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
）

・
刈
谷
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

　

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

【
建
設
委
員
会
関
係
・
４
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
公
共
駐
車
場
）

・
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
建
物
等
の
買
入
れ
に
係
る
事
項
の
変
更
に
つ
い
て

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
４
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
青
山
斎
園
）

・
刈
谷
市
郷
土
資
料
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
交
通
児
童
遊
園
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
）

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係
・
７
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
刈
谷
市
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
刈
谷
市
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
請
願
・
８
件
】	

す
べ
て
不
採
択

・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ
い
て
の
請
願
（
※
）

・
介
護
施
設
の
人
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
の
た
め
に
、
国
に
対
し
意
見
書
の

　

提
出
を
求
め
る
請
願
（
※
）

・
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設
を
求
め
る
請
願
（
※
）

・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
求
め
る

　

請
願
（
※
）

・
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設
を
求
め
る
請
願
（
※
）

・
「
お
城
」
よ
り
も
く
ら
し
・
福
祉
の
充
実
を
求
め
る
請
願
（
※
）

・
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
育
ち
を
保
障
す
る
制
度
の
充
実
・
拡
充
を
求
め
る

　

請
願
（
※
）

・
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
求
め
る
請
願
（
※
）

【
追
加
上
程
・
１
議
案
】	

同
意

・
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

会派名及び議員名

議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 公明クラブ 清風クラブ 無所属議員
の会

日本共産党
議員団

に
じ
い

ろ
の
会

無
所
属
議
長
副
議
長

加
藤
　
幹
樹

揚
張
　
慎
一

葛
原
　
祐
季

近
藤
　
澄
男

渡
邊
　
妙
美

鈴
木
　
正
人

清
水
　
俊
安

外
山
　
鉱
一

深
谷
　
英
貴

中
嶋
　
祥
元

佐
原
　
充
恭

伊
藤
　
幸
弘

黒
川
　
智
明

鈴
木
　
浩
二

谷
口
　
睦
生

松
永
　
　
寿

白
土
美
恵
子

上
田
　
昌
哉

新
海
　
真
規

星
野
　
雅
春

鈴
木
　
絹
男

蜂
須
賀
信
明

牛
田
　
清
博

山
本
シ
モ
子

城
内
　
志
津

稲
垣
　
雅
弘

山
崎
　
高
晴

加
藤
　
廣
行

刈谷市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○

議
長
の
た
め
、
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○
特別職に属する職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 可

決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願 不

採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ×

介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国に対し意見書の提出を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ×

介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ×

安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大幅増員を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ×

看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ×

「お城」よりもくらし・福祉の充実を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ×

子どもたちの豊かな育ちを保障する制度の充実・拡充を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × ×

子どものインフルエンザワクチン接種の助成を求める請願 不
採
択× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ×

12月定例会提出議案の賛否
賛
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
否が分かれたものについて掲載します。（○：賛成　× : 反対）

刈谷駅前観光案内所
（産業振興センター１階）

使用済み紙おむつを園で回収し、
保護者の負担を軽減

入院に係る子ども医療費の
支給対象者を高校生等まで拡大

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
再

び
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
、
答
申
し
ま
し
た
。

（
任
期
３
年
）

　

木き
む
ら村

　
光み
つ
こ子

　
氏　
　
　
（
２
期
目
）

末
広
町

人権擁護委員とは ･･･
　国民に保障されている基本的人権
を守るため、法務大臣より委嘱され
ています。市長は議会の意見を聞き、
法務大臣に推薦します。

鈴す
ず
き木

　
克か
つ
ゆ
き幸

　
氏

■
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
任
者
が
令
和
２
年
１
月
24
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。（
任
期
４
年
）

（
高
松
町
）

前
市
企
画
財
政
部
長


